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３－②（第三部会） 

ふりかえりシートを活用して理解を深める指導法の研究 

            ～プレゼンテーションソフトを効果的に利用して～ 

   さいたま市立浦和南高等学校 太田 敏之 

 

＜要旨＞ 

大学新入試や新学習指導要領実施に向けて,問題を読み取る力や解法を説明する力,解答を書き上げる力の必

用性が高まっている．そこでより理解を深めるために,プレゼンテーションソフトを利用し,ふりかえりシー

トを活用した新しい指導法を実施し,効果的な授業展開について考察し提案する． 

                       

１．はじめに 

大学新入試や新学習指導要領実施に向けて，問題を読

み取る力や解法を説明する力,解答を書き上げる力の必

用性が高まっている．また,コロナ禍における遠隔授業

の経験から,プレゼンテーションソフトを利用した授業

が増えてきている．そこで従来の教師が板書して生徒が

ノートをとる授業スタイルを変え, プレゼンテーショ

ンソフトを利用し,ふりかえりシートを活用した新しい

指導法を実施し,その効果について考察して,より効果

的な授業展開について提案する． 

 

２．研究開始の経緯と動機 

新型コロナウィルス感染防止のため,高等学校の多く

は３月から５月まで臨時休校となった．本校では,臨時

休校期間中に,年度当初に作成した通常時間割でのＺＯ

ＯＭを使った遠隔授業を計画し,試行期間を経て５月下

旬から実施することができた．６月１日からは生徒の半

分が登校する分散登校となったが,生徒の半分は自宅で

遠隔授業を受け,登校した半分の生徒は教室で同じ授業

を受けることで, 通常時間割での授業を続けることが

できた． 

＜５月下旬の遠隔授業の様子＞ 

教室には生徒は誰もいない．生徒がＺＯＯＭで参加し

ている画面の様子を映している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜メールシステム(e-pa)で生徒に配布した時間割＞ 

授業時間になったら,自宅にいる生徒は下の時間割表

に従ってＺＯＯＭで授業を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＺＯＯＭでの授業は,校内ネットワークの容量の関係

で動画画像の通信状況が悪く,黒板での授業を配信する

のではなく,プレゼンテーションソフトの共有と音声で

授業を行うこととなった．そのため, プレゼンテーショ

ンソフトを利用した授業が急速に普及することとなっ

た．プレゼンテーションソフトを利用した授業は,教科

書にすでに書かれている概念説明や例題を,教師が板書

して生徒がノートをとるという時間を短縮することが

でき,より概念を考えたり,相談や説明をしたりする時

間や演習する時間を作ることができるよさがある．本校

は６月１５日から通常登校となったが,全教室にプロジ

ェクターが設置されたこともあり, プレゼンテーショ

ンソフトを利用した授業を続けることにした．しかし, 

プレゼンテーションソフトを利用した授業は,スライド

が流れていくため,生徒はただそれを眺めて聞いている

だけになってしまいがちで,理解が深まらない可能性が

あると考えた．そこで指導方法を工夫し, 新型コロナウ

ィルスの感染対策をとったアクティブラーニングを行

い,ふりかえりシートにその授業で学んだ大切なことを

自分の言葉でまとめさせることで,より理解を深めるよ

うな授業を行うこととした． 



３－②－2 

 

３．授業方法 

実施した授業は 1年次数学Ⅰの１クラスである．１学

期は２クラス３展開の少人数授業で２６名,２学期は習

熟度別に展開を変え,発展クラス３１名を担当した． 

①アクティブラーニングの方法 

昨年度までの研究では,２人組で机をくっつけて相談

したり説明したり教えあったりするペア・アクティブラ

ーニングを行ってきた．しかし，新型コロナウィルスの

感染防止の観点により,机をくっつけてペアを決めて強

制的に相談・説明活動を行いづらくなった．そこで,生

徒の希望により相談や説明活動を行うことができるよ

うな授業方法に変更した．方法は以下の通りである． 

まず,生徒を指名するときにランダムに指名した．ラ

ンダムに指名する方法として,最初の授業で単語帳に生

徒の名前を書いてもらって集め，それを指名するときに

引いて指名した．指名する前には答えさせる質問を最初

に言い,最初に一人で考えさせてから,情報集めタイム

を設けてその時間は立ち歩いて相談したい人と相談し

てもよいこととし,そこで相談したり,わかっている生

徒に聞きに行って説明してもらったりして,全員がわか

った状態で一人に指名して答えさせるようにした．よっ

て，「わかりません」という解答は許さないことにした．

また,わからない生徒がわかっている生徒に質問しやす

いように,説明することで理解が深まるということを言

って,説明する側のメリットを意識づけさせるようにし

た．演習のときも,後半は答え合わせや質問・相談時間

として, 立ち歩いてもよいこととした．これによって,

生徒のアクティブな活動が行われ,主体的に活動するよ

うになった． 

②プレゼンテーションソフトの利用 

授業では,教科書会社が作成したパワーポイントのデ

ジタル板書を,生徒の実態にあわせて内容や展開方法,

アニメーションを追加,修正して使用した． 

★パワ－ポイントで 

 作成されている 

デジタル板書 

    (東京書籍数学Ⅰ 

 Standardより) 

 

 

★説明用に作成した 

アニメーションつき 

のオリジナルの画面． 

 

 

 

プレゼンテーションソフトを利用することにより,教

科書にすでに書かれている概念説明や例題を,教師が板

書して生徒がノートをとるという時間を短縮すること

ができたために,進度に余裕ができ,概念を考えたり,相

談や説明をしたりする時間がよりとれるようになった． 

③ふりかえりシートの活用 

プレゼンテーションソフトを利用した授業はスライ

ドが流れていくため,スライドの内容をそのままノート

にとりづらい．そこで生徒はただそれを眺めて聞いてい

るだけになってしまいがちで,理解が深まらない可能性

がある．しかし板書してノートをとる授業でも,生徒は

ノートに黒板に書いたことをただ何も考えずにうつす

だけになり,何も考えないこともある．そこでふりかえ

りシートを活用した． 

ふりかえりは, 遠隔授業のときは e-pa という生徒と

のメールシステムを使って提出させたが,通常登校から

は以下のようなふりかえりシートを週の最初の授業で,

１週間分配布し,翌週の最初の授業で提出させた．ふり

かえりシートだけの提出だけではもったいないので,表

の面は１週間分の授業内容の簡単な週末課題とした． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業では,生徒はふりかえりシートにその授業で学ん

だ大切なことを自分の言葉でまとめて提出するために, 

プレゼンテーションソフトを利用した授業を聞くとき

に,教師が話した内容やスライドの内容のうち大切なも

のだけをノートにメモして後でふりかえりシートにま

とめるか,時間があれば授業内で直接ふりかえりシート

にまとめることにした．それによって，授業の要点を自

分で考えて聞いてまとめることができるようになり,理

解が深まっていくと考える．  

生徒が提出したふりかえりシートのうち,よくできて

いるものを次に紹介する．提出されたふりかえりシート

には,まだ教科書の要点や公式をまとめただけのものも

あるが,よいふりかえりシートを授業で紹介したり,よ

いまとめ方について話したりすることで,徐々にしっか

りと要点を自分の言葉でまとめられるようになった． 
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＜生徒のふりかえりシートの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．アンケートの考察 

２学期中間考査前の授業で,ふりかえりシートについ

てとプレゼンテーションソフト（スライド）を利用した

授業について,以下の項目でアンケートを実施した． 

①ふりかえりシートを主にいつ作成しましたか？  

②ふりかえりシートの１つの授業分を,どれくらいの時

間をかけて作成しましたか？ 

③ふりかえりシートをどのくらいテスト勉強に活用し

ましたか？  

④授業中に黒板を写すなどノートをあまりとらず,主に

スライドで授業を聞いてふりかえりシートにまとめる

授業はどうでしたか？この授業方法で理解度は深まり

ましたか？ 

＜アンケート回答結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果によると,スライドを見ながら授業を

受けて要点だけをノートにメモし, ふりかえりシート

を後日完成させている生徒は７７％いた．これは当初の

ねらい通りである．問題演習時に余裕がある生徒は,授

業中にふりかえりシートを書いている生徒もみられた．

ふりかえりシートにかけている時間は,１５分以内が 

８４％でこれは想定していた適切な時間であると考え

る．ただし,せっかくまとめたふりかえりシートをテス

ト勉強に活用している生徒が思ったより少なかったの

で,次回は活用するように声かけをしたいと思う．また,

スライドとふりかえりシートを活用した授業がよかっ

① ② 

④ 

③ 
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たと回答した生徒は８１％で,生徒の授業に対する感想

もおおむねよかったと考える．自由記述部分の主な感想

は以下の通りである． 

スライドとふりかえりシートがよい（Ａ,Ｂで計８１％） 

「スライドの方が見やすい」「黒板を書く時間が減りス

ムーズに進む」「黒板をノートに書くと時間がかかる」 

「黒板だとうつすことを優先してしまい話を聞くこと

ができなくなる」「アニメーションがわかりやすい」

「話を聞いて自分の言葉で理解できる」「ふりかえりシ

ートに大事なところだけ書くので後でみやすい」「家で

ふりかえりシートにまとめると復習ができる」 

黒板とノートがよい（Ｃ,Ｄで計１９％） 

「板書の方が慣れていて頭に入る」「スライドはすらす

ら進んでしまう」「スライドが消えてしまいメモが大

変」「話をききながらメモするのが難しい」「板書ノー

トがないと後で理解が難しい」「書き忘れたところを直

せない」「ノートがないと後で理解が難しい」 

 

５．ふりかえりシートの活用効果の考察 

ここでは,ふりかえりシートの評価と小テストや中間

考査の点数のデータを分析して,実施した授業の効果を

考察する.ふりかえりシートは内容と量で,１０点満点

で評価して記録した．内容の評価については,教科書に

書いてあることをまとめるのではなく,授業で話した要

点を自分の言葉でまとめるように指示しているので,オ

リジナリティーを重視した． 

＜１年次の実践考察＞ 

①「ふりかえりシート」の評価と小テストの点数に正の

相関関係があった． 

・２次不等式（１学期少人数）相関係数 ０.５２ 

・三角比（２学期習熟度別） 相関係数 ０.３３ 

ふりかえりシートにしっかり取り組んだ生徒ほど,小テ

ストの点数は高いと考えられる．特に少人数のときの方

が,テストの点数にばらつきがあり,習熟度別のときよ

り相関関係が強いというデータが得られた． 

② ２学期中間考査の点数は,「ふりかえりシート」実施

クラスが実施以外クラスより標準偏差がやや小さく,平

均点が高くなった．また,点数学年上位３０名に,実施ク

ラスから１７名も入る結果となり,ふりかえりシートの

活用と相談・説明活動の成果がでたと考えられる． 

・実施クラス   平均７０．２ 標準偏差１０．６７ 

・実施以外クラス 平均６２．３ 標準偏差１１．３９ 

 

 

 

 

＜２年次の実践考察＞ 

２年次でも数学Ｂのベクトルの内容で, ふりかえり

シートの活用の実践を行った．２年次は,希望制のハイ

スピードクラス(４１名)であるが, 習熟度別ではなく,

３年次に数学Ⅲを選択する生徒が主に所属することに

なり,そのため１年次より習熟度や取り組みにばらつき

があるクラスである． 

①「ふりかえりシート」の評価と小テストの点数に正の

相関関係があった． 

・ベクトル（小テスト） 相関係数 ０.５６ 

・ベクトル（中間考査） 相関係数 ０.５１ 

２学期中間考査とも強い正の相関関係がみられた． 

２年次もふりかえりシートにしっかり取り組んだ生徒

ほど,テストの点数は高く, １年次より強い相関関係が

みられた．生徒によって,ふりかえりシートの取り組み

や点数にばらつきがあるためと考えられる． 

② ２学期中間考査の点数は,「ふりかえりシート」実施

クラスが実施以外クラスより平均点は高いが,標準偏差

はやや大きくなった． 

これは,２年次はふりかえりシートの活用によって平均

点は高いが,相談活動が思うように実施できなかったの

で,得点が取れていない層が見られ,標準偏差がやや大

きくなっていると考えられる． 

・実施クラス   平均４８．３ 標準偏差１９．９０ 

・実施以外クラス 平均４３．２ 標準偏差１８．４９ 

 

 

 

 

 

 

６．まとめと今後の課題 

プレゼンテーションソフトを利用した授業は, 教科

書の説明や例題を教師が板書して生徒がノートをとる

という時間を短縮することができ,アニメーションなど

を効果的に利用して理解を深めることができるよさが

ある.しかし,授業方法を工夫しなければ，スライドが流

れていくため,生徒はただそれを眺めて聞いているだけ

になってしまいがちで,理解が深まらない可能性が高い．

そこで,ふりかえりシートを活用し,その日の授業の要

点を自分の言葉でまとめさせることで,より理解を深め

られる授業を行うことができた．また,時間に余裕がで

きたため,相談や説明をする時間がよりとれるようにな

り,生徒が主体的に活動し,理解を深めることができた．

今後はさらによりよい授業方法について考察していき

たい． 


